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🏁 教育目標 

人間性豊かな子どもを育てる 

🏁 重点目標 

〇 助け合い励まし合える子 

〇 進んで学び続ける子 

🏁 教育方針 
○ 笑顔あふれる学校 

○ 自分から 友だちと 工夫して学ぶ子ども 

（主体性 協働性 創造性） 

運営に関する計画 

【概要】 
 平成30年度より大阪教育大学教職大学院との連携研究『エビデンスベースの学校改革』を実践し、「３つの喜連西愛」として児童の行動

目標を設定し、教職員全員が共通理解して学業支援と行動支援（スクールワイドPBS）を行っている。児童が安心して成長できる安全な社会

（学校・家庭・地域）が定着できるよう、また、自分から進んで取り組んだり、友だちと一緒に力を合わせたり、自分なりに考えたりして楽しさを

感じられるように取り組んでいく。 

【中期目標】 
【安全・安心な教育の推進】 
〇 令和7年度の全国学力・学習状況調査及び校内調査の「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、肯定的に回答する児童の割
合を7８％以上にする。 
〇 令和7年度の全国学力・学習状況調査及び校内調査の「自分にはよいところがあると思いますか」に対して、肯定的に回答する児童の
割合を８０％以上にする。  
【未来を切り拓く学力・体力の向上⑴】 
〇 令和7年度の全国学力・学習状況調査の平均正答率5割以下の児童を、令和４年度より5ポイント減少させる。   
〇 令和7年度の小学校経年調査及び校内調査の「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり広めたりすること
ができている」に対して、最も肯定的に回答する児童の割合を70％以上にする。    
【未来を切り拓く学力・体力の向上⑵】 
〇 令和7年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査及び校内調査の「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることが好きで
すか」に対して、最も肯定的に答える児童の割合を６５％以上にする。 
〇 規則正しい生活を身に付けている児童の割合（全国学力・学習状況調査の「朝食を毎日食べていますか」「毎日、同じくらいの時刻に
寝ていますか」「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか」それぞれに対して、肯定的な回答をする児童の割合及び校内調査（保護者）
を令和7年度調査において９２％以上にする。      
【学びを支える教育環境の充実】 
〇 令和7年度の校内調査の「日々の学校活動の中で学習者用端末を活用している」に対して、「ほぼ毎日」と答える児童の割合を100％
以上にする。    
〇 令和7年度末の校内調査において、児童一人当たりの学校図書館年間貸出冊数を、令和４年度より2冊増加する。        

【年度目標】 
〇 本年度の校内調査（児童）の「学校に行くのは楽しい」に対して、肯定的に回答する児童の割合を80％以上にする。               
〇 本年度の校内調査（児童）の「自分にはよいところがあると思いますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を８3％以上にする。      
〇 本年度の校内調査（児童）の「どんなことでも、最後まであきらめずにやり遂げようとしている」に対して、肯定的に回答する児童の割合
を85％以上にする。 
〇 本年度の校内調査（児童）の「学ぶことが楽しい」に対して、肯定的に回答する児童の割合を7８％以上にする。 
〇 本年度の校内調査（保護者）の「家庭では早寝 早起き 朝ごはんの習慣が身につくように努めている」に対して、肯定的に回答する保
護者の割合を90％以上にする。 
〇 本年度の校内調査（児童）の「手洗いをしている」に対して、肯定的に回答する児童の割合を９0％以上にする。           
〇 本年度の校内調査（児童）の「給食を残さないように食べている」に対して、肯定的に回答する児童の割合を９2％以上にする。        
〇 本年度の校内調査において、児童一人当たりの学校図書館年間貸出冊数を、令和5年度より２冊増加する。     

 
本校は、昭和41年11月（1966年）に開校した平野区の中西部に位置する、子どもを愛情深く育てる歴史と伝統のあ
る小学校です。 
子どもたちは、明るく活発で元気いっぱいの喜連西っ子です。 
本校では、「自分から友だちと工夫して学ぶ子」をめざしています。 

  やらされること、ひとりだけですること、決まりきったことをすることには、なかなか楽しさを感じにくいものです。自分から
進んで取り組んだり、友だちと一緒に力を合わせたり、自分なりに考えたりして楽しさを感じられるようにしたい。そんな楽
しさでいっぱいの学校が、「笑顔あふれる学校」です。 

安心安全、豊かな人間性・学力・体力の向上はもちろんのこと、「笑顔あふれる学校」をめざして、教職員が一致協力して取り組んでいます。 
校長 千葉 法幸 
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R５年度「全国学力・学習状況調査」 

国語 算数  

５４ ４５ 平均正答率（％） 

 

●結果と概要／ 
本校の平均正答率は、国語・算数ともに、全国・大阪市平均正答率よ

り下回る結果となった。 

国語科については、「話すこと・聞くこと」「書くこと」のポイントが低く、

話の中心を捉えることや既習漢字の定着に課題があることがわかった。

一方、「読むこと」においては、話の中心を捉えることが得意であることが

わかった。 

算数科については、特に「図形」「データ活用」において、大阪市平均

より大きく下回る結果となった。図形を構成する要素や性質等の理解や、

目的に応じたデータ収集やグラフの読み取り等に課題があることが分か

った。 

●取組の成果と課題／ 
教育活動の中で、子どもたちが「できるようになったこと」や「頑張っているこ

と」などに対して、全教職員がポジティブなフィードバックを行っている。これらを

実践することで、令和４年度末の校内調査における「自分にはよいところがある

と思いますか」の質問項目について、肯定的に答える子どもの割合を前年度より

５％増加することができた。これらの主因は、子どもの自己肯定感の高まりを重

視した「チーム喜連西」として地域・教職員それぞれの持ち味を生かして教育活

動を行ってきた成果である。今後も継続して取り組んでいく。 

一方、学力面では、基本的な知識・理解の定着を図る必要があり、継続して漢

字の読み書きや計算問題等の反復練習を行っていく。また、友だちとの話し合い

活動を通して、自分の考えを深めたり、広げたりできることや自分の思いや考え

を相手に分かりやすく伝えることができる学習活動を展開していく。さらに、習熟

度別少人数授業や個に応じた学習形態も継続していく。 

R５年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」 
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立ち幅とび

（㎝） 

ボール投げ
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合計 

得点（点） 

男子 １７．４１ １９．７１ ３９．７９ ３９．３１ ４６．３４ ９．５６ １４０．２５ １７．３９ ５２．７７ 

女子 １８．９７ １９．２８ ４０．５８ ３９．７０ ３６．６３ ９．６８ １３１．６４ １２．８８ ５５．１０ 
 

●結果と概要／ 
体力合計点を大阪市平均と比べると、男子１.６４ポイン

トと大きく、女子２.４３ポイント上回る結果となった。 

種目別では、男子は５０ｍ走、立ち幅とび、ソフトボール

投げを除いて大阪市平均を上回ったが、特にソフトボール

投げは大きく下回る結果となった。 

一方女子は、立ち幅とびを除いて大阪市平均を上回る

ことができ、特に握力が高かった。立ち幅とびについては、

前年度に引き続いての課題である。 

●取組の成果と課題／ 
本校では、学習意欲の向上と集団づくりをめあてとして、体育科を研究してきた経験

があり、現在も継続して取り組んでいる。本年度の児童質問紙でも「運動やスポーツは

好きですか」の質問に対しては、男子は１００％、女子は約８２％の児童が肯定的回答を

しており、運動やスポーツに楽しんで取り組んでいる児童は多い。 

一方課題である持久力や投力は、体力テスト・なわとび週間・かけ足週間などの学校

行事も活用し、また集団の中で協働して学習できる場面を積極的に設定している。併せ

て、令和３年度より実践している「子どもの体力向上推進事業（シナプソロジー）」も継

続しながら、「遊び」の要素を取り入れたプログラムにより、意欲向上をめざしている。 

学校の特色 

『エビデンスベースの学校改革』                

平成３０年度から、大阪教育大学教職大学院と連携し本校で取
り組みを進めている『エビデンスベースの学校改革』は、最新のエ
ビデンスとして、数々の教育的効果が科学的に実証されています。
具体的な効果として、「学校生活における問題行動の減少」「学校
内の安全面の向上」「いじめの減少」「学力の向上」等があります。 
喜連西小学校においても、児童 
アンケート・保護者アンケートともに 
肯定的な回答の校内平均が、平成 
３０年度より向上してきています。 
今後も、「３つの喜連西愛」の児 
童行動目標を教職員で共通理解 
し、３つの愛があふれる学校をめざ 
していきます。 

たてわり班活動 
児童が安心して過ごすことがで 
きることをめざした取り組みの 1 
つにたてわり班活動があります。 
１年生～６年生まで、１０名ほどが 
１つのグループとなり、年間を通し 
て活動しています。 

各班でお店を出す、喜連 
                            西フェスティバルや、たてわ 
                            り班で力を合わせて課題に 
                            取り組む、喜連西レクリエー 

ションは、児童のみなさんが 
楽しみにしている児童会の 
活動です。 

主な学校行事 「運動会」 「作品展」 

１０月には運動会があります。
学年に応じたかわいい演技や力
強い演技、かけっこやリレーを行
います。 

 

「林間学習」「修学旅行」 

６年生では、本年度より淡路
島へ修学旅行に行きます。阪神
淡路大震災について学んだり、
淡路島の自然を満喫したりしま
す。 

１２月には、作品展がありま
す。年間を通して、それぞれが
工夫して作り上げた立体作品
と絵画作品を展示します。 

５年生では、鉢伏高原へ
林間学習に行きます。鉢伏
山登山・キャンプファイヤー
など、自然の中で友達と多く
のことを学びます。 
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